


























































この"TheTell・TaleHeart"とい う物語では 日常 性 がぎ りぎ りのとこ
ろまで削 ぎ落 されてい る。登 場人物は主人公 と1人 の老人 であ るが彼 らの
名前 はおろか,年 令,職 業,日 常の行動な ど全 く明らかにされ ない。 さら
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に言えば 彼らは同じ家に住んでいるのではあるが,彼 らの関係さえも不明
である。 ただただわれわれに迫 ってくるのは語 り手 と老人 との不可解で異
常な関係 であ り,殺害の経過 とその発覚だけである。まるで悪夢のような
物語であ る。DanielHoffmanDやMarieBonaparte2)は2人の関係を
Poe自身 と厳格 な養父 であ りたびたびPoeと 諍 を くりかえしたJohn
Allanとらえている。 筆者自身もPoeの伝記を読んでこの物語を読む
時には,Poeの幼い頃の直接の経験が土台になっているとい う印象はぬぐ
いカミたいのであるが,と もあれ2人 の関係は父と孑,あ るいは伯父と甥と
いうような非常に親 しい関係であることは否定できない。
この物語でわれわれをもっとも当惑 させるのは殺人の動機である。主人





















さてこの眼の意味を考察 しようとす るのであるが,まず この物語の中で
それがどのように描写されてい るかをみてみる。問題 となる,老人の片方
の眼はEvilEyeと言われている。EvilEyeというのは見るだけで人 に
害を与えた り,殺 した りする力を持った眼のことである。次の引用を見れ.
ぼそれがどのように主人公をゾッとさせたかがわかる。
One of his eyes resembled that of a vulture—a pale blue eye, 
with a film over  it.3) 
I saw it with perfect distinctness—all a dull blue, with a hideous 
veil over it that chilled the very marrow in my  bones.4)
ここでは老 人の眼はvultureのそれ に譬 え られ てい る。Poeの"Sonnet
‐ToScience"において,vultureはscienceに譬え られ それ は醜 い事実
を露呈す るこ とに よ り,詩 人が宇宙 に対 して持 っていた夢 想や神話 を破壊
してしま うもので あった。そ こで,老 人の眼=scienceとい う等式 が成 り
立 ち,老 人 の眼は何か この詩におけ る科学の役 割を持 ってい るとい って も
よさそ うであ る。次 の引用は主人公が老 入を殺害 しその死 体を部屋 の中 に
隠 した後 で言 うこ とば ある。
"I then replaced the boards so cle
verly, so cunningly, that no 
human eye—not even his—could detect anything wrong. There 
was nothing to wash out—no stain of any kind—no bloodspot 
 whatever.")
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ていたのではないかというふ うに感 じられないであろうか。主人公は老人
の眼に異常なほど恐怖心を持 っている。眼が恐 しいということはとりもな
おさずその眼によって見 られ ることが恐 しいということであろう。それで

















































鼓動の音を聞 く。また最後の場面では殺 したはずの,だ から絶対聞こえる
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の罪を告白す るという奇妙な行為について考えてみたい。
"TheImpofthePerverse"においても同様 な事 件がおこる。 この主
人公も綿密な計画のもと完全犯罪をや り遂げ,遺 産を相続す る。発覚す る




They say that I spoke with a distinct enunciation, but with 
marked emphasis and passionate hurry, as if in dread of 
interruption before concluding the brief but pregnant sentences 
that consigned me to the  hangman .6)
この瞬間に彼は全 く別の人間になって しまったかのような印象をうける。
この2つ の物語の主人公の行動のパターンは多少の違いはあるに しても同
じものと考えられ る。 この到底常識では想像もできない,そ のつもりもな
いのに自分自身の罪を告白す るとい う不可解な現象をどのように解釈すべ
きであろ うか。この2つ の物語だけをい くら子細に読んでもこの謎を解 く
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とな るカミこれ につい てはOLR14号 でWilliamWilsonについて論 じた
部分が彼 らにもあてはまるので ここでは詳 し く論じない。
ここで は14号で少 し紹介 したself-alienationとい う概 念 で これ らの主
人公 たちを特徴 づけてみたい。Self-alienationとは 本 当 の 自己(one's
actualself)からの疎外を意味す る。 自己疎外 された人 とい うのは 自分が
本 当に感 じること,好 む こと,信 じる ことつ ま り本 当の 自分に気づかない
あ るいは忘 れて しま った人 の ことであ る。つ ま り彼は 自分 自身を見失な っ
て しま ってい るのであ る。KarenHorneyはself-alienationは自己欺瞞や
抑圧のせい であ るとす る。 例えばそれは人が 自分 自身 に対 してidealized
imageを持つ時にお こるとい う。Idealizedimageとい うのは人が 自分 自
身 に対 して持つimageで あ るカミ,imageとい う言葉 自体が暗示す るよ う
にそれ は本 当の自分か ら遙 にへだた った ものであ り到底 な り得 ない理想の
姿で ある。 勿論その人本人 はその ような ことには気づい ていない。そ して
人 が自分 自身 をidealizedimage通りの人 間である と信 じ る時 に自己疎外
が お こるので ある。7)
この現象 をこれ らの2人 の主人 公にあてはめてみれ ばWilliamWilson
の場合 と同様ぴ った りあては まることがわか る。つ ま り彼 らがわれわれ読
者に描 き出 してみせ るところの冷血漢 とい うのはidealizedimageであろ
うと思われ るので あ る。勿論彼 らは 自分 自身をそ うであ ると信 じてい る。
あ るいは この冷血漢 とい うの は彼 らの1面 にす ぎないのであ るが,彼 らは
自分 自身 を このimageに あわせて しまい,自 己の中の良心 の存在 を否定
して しま っている。 あるいは彼 らは も とも と良心な ど持ちあわせ ていない
と自分 自身 を信 じている。 しか しなが ら彼 らの本当の姿 とい うのは彼 らが
自分 自身 をそ うであ ると信 じこんでい る利己的で残 酷な 自我 と,良 心 をあ
わせ もった姿 なのであ る。 ところが彼 らは自分 自身をただ利己的な冷血漢
と信 じてい る。それゆえに彼 らは冷血 漢 とい うidealizedimageを持つ こ
とに よ り本 当の 自己を見失 な って しま ってい るので ある。
さて これ らの主人公たちの我知 らず 罪を告白 して しま う場面は この よう
82 t一短編小説の一側面(2)
に彼 らが自分 自身の中 にそ の存在 を否定 してしまっていたが実際 には心の
中 に しっか りと根 をは っていた良心 が,主 人公 の心理的 なバ ランスの乱れ
に乗 じて突然 に現われた と解釈 できるのではなか ろ うか。
さて周知 のよ うに,"TheImpofthePerverse"においては,主 人 公
は人 間の中 に理性では とて も理 解す ることので きない"perverseness"が
存在す るとい う。そ して この主人公 の説 明によれば彼 の奇妙 な行為 は この
"perverseness"によるので ある
。 そ こで 当 然 に今 まで論 じてきた ことと
"perverseness"との関係 が問題 とな るわけであ るが,Poeの言 う"perver・
seness"その ものを検 討す るの も簡 単な ことではないので この間題 は次号








象がいずれの物語にも見 られ るとい うことなどである。
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